




















































金森 康志?，深澤 篤人?，三好 雅子?
岩島 義規?，細谷 潤?，小林 真弓?
丸山 晃代?，坂井 崇裕?，高井礼位子?
（１ 桐生協同薬局）
（２ 桐生厚生総合病院 薬剤部）
（３ 東邦病院 薬剤科）
（４ 恵愛堂病院 薬剤課）
（５ 桐生薬剤師会）
【はじめに】 医療品麻薬適正使用ガイダンスの改定によ
り,?自宅における患者・家族による管理」が重要視されて
いる.医療従事者の観察が行き届きにくい外来治療におい
て,がん患者とその家族が可能な限り質の高い生活を送れ
るように努める必要がある.その一つとして病院,薬局,在
宅など様々な場面で切れ目なく使用できることを目的とし
た,痛み止め管理表の有用性があると考えた.桐生地域薬
薬連携検討会から桐生・みどり地域の一元化を目的とした
痛み止め管理表作成の依頼を受け,当薬局スタッフと検
討・作成し,運用を開始したので報告する.【目 的】 医
療機関ごとに異なったツールでは,高齢者など理解力に難
のある患者には負担となることもある.地域で一元化する
ことにより,入院中でも転院や外来治療,在宅になっても
同じ痛み止め管理表を使用できるメリットがあり,QOLの
改善を目指す.【方 法】 平成28年5月より当薬局利用
者で医療用麻薬使用患者に対して痛み止め管理表を交付
し,使用方法について指導を開始した.【結 果】 積極的
に服薬指導に取り入れることで緩和領域に対してアプロー
チすることができた.その一例として副作用の発現を記載
してもらうことにより,処方薬追加に繫がるケースがみら
れた.しかし交付はしたものの,記載はしているが,病院や
薬局に持参されない患者も見受けられた.【考 察】 医
療用麻薬は服薬指導の内容・方法により,患者のQOLに大
きく関わることがある.今後の課題として,よりよい医療
を提供できるようにするため,持参率改善の取り組みが必
要となる.当薬局からも桐生薬剤師会や拠点病院へ,痛み
止め管理表の周知,ホームページへの記載依頼,院内施用
患者への交付などを働きかけ,桐生地域薬薬連携検討会で
も,さらに検討を重ね,どの医療機関でも使用できる地域
共通の管理表として普及活動を進めて行く.
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